
 資 3-1- 1 

樹木の成長モデル（2008 年 12 月版）* 

 
1.はじめに 

樹木の生長については、樹種差や個体差のほか、立地条件、隣接個体の状況など多く

の要因が関わっていることが明らかになっており、Kubo（2001）のように、それらの
関係について整理してモデル化を試みた例も存在する。しかし、このような多数の変

量を用いたモデルは、HEP手続きの中に位置づけるには複雑すぎる。そのため、樹木
成長の予測には、林業分野で広く用いられている指数関数モデルを用い、樹木の生活

型ごとに、樹齢から樹高を予測するモデルを構築した。 
 

2.モデル式の定義 

 修正指数関数式(H=a-b*ct；a, bおよび cはそれぞれ定数．tは樹齢）を変形して得
られるMitscherlich式（吉田 1979；Sweda & Uemura 1980）をさらに簡略変形した
以下の(1) 式をモデル式とした。 
 
H=Hm (1-kt)  －(1) 
H：樹高 Hm：最大樹高（高木は 25m、低木は 4mに設定） t：樹齢 
 
ここで、kは成長速度に関わる係数であり、樹木の生活型とサイズに応じて変化する。 
 

3.樹高・樹齢調査とパラメータの決定 

モデルの基礎となる樹高－樹齢関係については、文献調査、成長錐による年輪解析な

どを行い、高木種では、常緑広葉樹 8種（うち、年輪解析を行ったもの 3種 10個体）、
落葉広葉樹 17種(同 6種 16個体)、中低木 15種についてデータを得た。これらを基に
それぞれ(1)式の定数 kを算出し、樹高成長をモデル式として示した。 
なお、定数 kの算出には、以下の①②のいずれかを用いた。 
 

①成長錐調査の結果得られた同齢集団の樹高、あるいは同樹高の集団の樹齢を解析し、

90パーセンタイル点にあたる数値を算出し、指数方程式を解いて定数 kを得る方法 
②得られた樹齢－樹高関係からτ=0.9の非線形分位点回帰を行い、定数 kを得る方法 
 
また、中低木については、シュートの交代等により樹高が維持されている面があるた

め、最大樹高まで直線的に伸び、その後は最大樹高を維持すると仮定した。最大樹高
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に達するまでの時間は、前述①の方法に基づいて、樹高 4mの低木のデータから計算し
た。 
 得られたパラメータから常緑広葉高木と落葉広葉高木、低木の樹高成長曲線を求め

た。 
 

 
○常緑広葉高木 
 k = 0.975 
 すなわち、 
 H =25* (1-0.975t) 

 
図 1. 常緑広葉樹の 

   樹高成長曲線. 
 
 
 
 
 
 
 

○落葉広葉高木 

 k = 0.962 

 すなわち、 

 H = 25* (1-0.962t) 
  

 
図 2. 落葉広葉樹の 

     樹高成長曲線. 
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○低木 
 H = 1.075t  (0 ＜ x ＜ 3.72) 
 H = 4 (3.72 ≦ x) 
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